
● 講演
北海道経済における林産業の振興
　　　　　　　　　　　　　　田　畑　　　允

　昨年11月，旭川市において行
われた講演のあらましを紹介す
る。
　石や金属などの材料から日本
の文化である木や紙へと変化し
ている欧米人のし好変化にふ
れ，新しい構想を持ちながら進
まなければ本道の経済自立が難
しいこと，そのためには国の政
策の動向を見極めながら本道の
林産関係者が積極的に声を出す
必要があり，来たる昭和60年が
国連の「国際森林年」に当たる
ところから緑と木の大切さ，そ
の利用について国民の理解と世
論を盛り上げるため，ジャーナ
リストをもう少し使っても良い
のではないか，といったことを
中心に話された。

　北海道新聞旭川支社報道部長

　論説委員〈釧路市出身54才）

昭和29年早稲田大学卒，北海道新

聞社入社，東京編集局で主に政治

を担当，47年社会部次長として本

社勤務，UHBテレビの初代ニュー

スキャスターも経験。その間，特

に地域開発・産業振興で健筆をふ

るわれる。また，道東のパイロッ

トフォレストや道南スギなどの取

材を通じ，林業・林産業への造詣
が深く，一家言を持たれている。

　はじめに
　今から25～6年前，中村釧路
営林署長（当時）から道東の標
茶・厚岸両町にかけてパイロッ
ト・フォレスト計画について取
材，それを何回か記事にした。
それを新聞がまだ8～12ページ
だった時代に，1ページの特集
にしたのが，私の林業記事との
かかわりの始まりでした。
　時は移って現在，カラマツが
間伐の時期になったが採算がと
れないという新聞の記事を読む
と，私の記事は間違っていたの
だろうか，カラマツを植えろと
紙面に何度も書いたことは間違っ
ていたのだろうか，と考えるこ

とがあります。
　1週間ほど前，国策パルプの
方に会う機会があったので同じ
質問をしたところ，「それは違
う，カラマツはいろいろな問題
があってこれからも苦労がある
だろう。しかし，今後10年，20
年，30年とたってみると，やっ
ぱり良かったという時期が来る
と思うよ」と言っていただき，
今日ここに立つ元気をもつこと
ができました。
　そこで，この20数年，木や森
の問題について折にふれて考え
てきたことをお話したいと思い
ます。

　石から木の文化へ
　さて，アメリカでは現在，大

変な日本食ブームのようです。

私達は終戦後，アメリカ軍放出

の脱脂粉乳とコッペパンの給食

で生命をつないだものでした。

肉を加えた欧米型の食事型を取

り入れました。米やみそ汁から

パンや牛乳へ，タタミからイス

へと私達の生活様式は大きく様

変わりしてきました。

　ところで，イギリス人はカシ

の家具を，アメリカ人はナラの

家具を用いているようですが，

これらと同じように日本食に象

徴される日本文化といったもの

に数年前から大きな関心が向け

られているようです。スシ，豆

腐，米飯，そしてジュードー

＜柔道＞，ゼン＜禅＞，カラテ

＜空手＞，イケハナ＜生け花＞

そして木と紙などが彼らの関心

の的です。これまで何回かの欧

米への旅でそのことを知りまし

た。

　私が今ここで伝えたいのは，

石と金属といった欧米の文化に

対し，彼ら自身が嫌気をさして

いる事実です。私達が終戦後に

経験させられたパンと脱脂ミル

クのパターン，ナイフとフォー

クというパターンは，欧米人が

何千年もかけて築き上げた文化

であるはずです。最も基本的な

食べる文化であり，住む文化な

のです。それに対して，それぞ

れの街の中堅層，大きく言えば

アメリカという国の社会の仕組

みや社会情勢，そして物の見方
を変える力のある中堅層に気持
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ちの変化が生じてきています。

そういう流れが無視できないほ

どあるのです。

　日本は，木と紙の文化と言わ

れてきました。これには，マッ

チで火をつければすぐに燃える

という，どこか軽べつの響きも

込められていました。しかし，

今の欧米の人々は自分達が何千

年もかけて築き上げてきた文化

に背中を向け，その心を東洋に

──特に地図上では小さな位置

を占めるに過ぎない日本に向け

ています。

　もちろん，全体ではなく一部

の人ですけれども，相当部分の

人たちの心にもしも風見鶏の羽

根がついていたなら，それは石

から木へと向いていて，これか

らはもっと多くなると思われま

す。また，一般の人達が知って

いる以上に生け花とか書道や折

紙などの文化が浸透しているの

です。

　さて，これは私の個人的な経

験なのですが，東京で暮らして

いた頃，おつき合いをさせて頂

いたおばあさんがいました。家

族が仕事に出た後，高層マンショ

ンや団地の間にあるほんの小さ

な公園にいつまでも座っている

のをよく見かけたので，その理

由を聞きました。「コンクリー

ト造りの家，おまけに真っ白の

家では気がいら立ち，寂しくて

居られない」ということでした。

このような人は意外と多いよう

です。

　つまり最近のアメリカ人や日
本人の心の中に生まれている変

化はいま私達の身の回りにある
食・住文化を否定しようという
もののようです。戦後，私達が
選択した格好良かったもの，便
利なものに対する何か違う考え
方，感情の流れがあり，それが
次第に強まり，広まっているよ
うに思います。

　木は太陽エネルギーの塊
　私の書棚を整理してみると，
木材や森林関係の本や資料がい
くらかたまりました。その中で
感心した言葉に「木は太陽エネ
ルギーの塊なんだ」というのが
あります。言われて，改めて本
当だと思います。何十年，何百
年とかけて葉を広げ，幹が立
ち，太陽光線をつかまえて繊維
質として固定します。その間に
も人間社会に生き生きとした恵
みを与えてくれています。つま
り太陽熱の塊を，取ったり動か
したり，切ったり削ったりして
私達，人間──とくに日本人は
生きてきたのです。この意味を
もう一度整理して，私達の子供
たちにきちんと教え込まなけれ
ばならない時期だと思います。
　というのは，東京や大阪の子
供達は，コンクリート造りなの
が住宅であり，木造住宅に入っ
ているのはレベルが低いと感じ
るようになってきている，と指
摘されているからです。マンショ
ンビルは，ほとんどが戦後30数
年の歴史しか持っていません。
それに比べると，木造家屋の歴
史ははるかに古く，大都会では
ここ５～６年の間に老朽化が目

立ち，みすぼらしく見える事情
があるのだと思います。そのた
め子供達は，マンションに入っ
ているのが格好良いと感じるわ
けです。また，多くの子供達に
とって，学校や図書館そのほか
どこに行っても木造の建物に触
れる機会が少なくなってきてい
ると指摘されています。

　地価に見る北海道経済
　ここで心の流れについての話
から離れ，経済問題を取り上げ
てみたいと思います。
　先日，日本の地価についての
報道があり前年対比では落ち着
いてきていることがわかりまし
た。その中でこれは大変だと私
が感じたのは，北海道とか青森
や熊本や鹿児島などで地価が下
がっている事実です。たとえば
北海道の平均地価が下がってい
るということは札幌・旭川で上
がっているのですから，どこか
で大きく下がっていることにな
ります。つまり農地や山林価格
が下がっているのです。また農
家負債も表面に出ている数字以
上になっていて，企業で言えば
倒産というところまで内部的に
進んでいるようです。そして減
反は一時的には緩和されるかも
しれませんが，恐らく来年以降
は今まで以上に厳しくなるだろ
うと思われ，北海道の稲作はもっ
と低めに見なければならない状
況にあります。それらが地価に
影響します。
　日本の経済は底離れして上がっ
ていくムードにあるといわれま
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すが，北海道は取り残されてい
るようです。景気は３年が２サ
イクルの６年単位で動いている
ようですが，北海道だけはタイ
ム・ラグがあるような気がしま
す。

　企業の合理化
　私の会社は，旭川で年間 1万
 2千トン以上の紙を使い，全社
的にはこの 5，6倍を使うでしょ
うか。言葉は悪いかもしれませ
んが木を食べる産業の 1つです。
その会社は，この30年間，10年
ごとに一度の大きな変革を経て
きました。ふえる情報量を機械
化，電子化，省力化で紙面化す
るシステムで対応しました。
　今から30年前の新聞は 8ペー
ジ，夕刊 4ページが通常でした。
20年前は朝刊16ページ，夕刊 8
～12ページとなり，現在では朝
刊20～24ページ，夕刊12～18ペー
ジまでに厚くなっています。こ
れを新技術，新機械の導入によ
る省力化によって達成してきま
した。昔のように鉛の活字を使っ
た編集をやっていたのでは，現
代のプレス戦争を生き残れなかっ
たと思います。内部のぜい肉を
削り，そこに新しい機械を導入
する努力を続けてきたのです。
　こういった合理化や省力化は
製造業全体で取り組まれていま
すが，では木材業界はどうなの
でしょうか。細かい数字は省き
ますが，内部改善はまだまだ遅
れているように思われます。一
番遅れているという指摘もあり
ます。どうでしょうか。

　新しい動き
　さて，木造住宅を建設する比

率は次第に落ち込んできて，50

％を割り大変なことになってき

ているようですが，その一方で

業界の方々が集まり需要を自分

達でつくり出そうとする動き

が，あちらこちらで出ています。

たとえば福岡県の木材協同組合

では今年から県を動かし，20タ

イプの木造住宅をコンペで募集

し，その家を建ててもらうキャ

ンペーンを始めたようです。

　このような動きは業界新聞が

適格に伝えていると思います

が，2 ～ 3年前からあちらこち

らで聞くようになりました。そ

こで北海道を調べたところ，木

造住宅を建てる時の貸し出し制

度はありますが，今ひとつ利用

が鈍いのです。我が国で一番資

源に恵まれていると言われる林

産王国北海道としては，まだ足

りません。ただその中で，ログ

ハウスについては道の方々や業

界の方々が一生懸命取り組まれ

て，今年から認知されたと聞き

大変うれしく思いました。

　しかし，まだ問題は多いよう

です。現在，１千m3以上の大き

な建物をつくる場合は，木の部

屋は作れないわけです。これは

建築基準法に決められています。

これもまた林産王国北海道くら

いは，農林水産省の補助金の特

例はいらないけれど，道内では

必ず作れといった法制度の特例

はあってもいいと思います。北

大の先生は「私達のおじいさん

達は北海道の木で建物をつくっ

ていた。身の回りにある木が，

何十年，何百年と北海道で育ち

太陽光線を吸収してきた木こそ

が，北海道に住む者にとっては

一番良い」と，話しています。

とりあえず補助金を北海道に特

別によこせと言うことはもうや

めて，南から北まですべて同じ

法律でくくる考え方を変える必

要があります。そういう新しい

意味での北海道特例を求める声

を，我々を利用して世論として

形成させて頂きたいと思います。

　九州における新しい動向です

が，旭川と同じように家具産地

として有名な福岡県の大川町で

は，関連含めて約350社位ある

家具メーカーの１割にあたる35

社が今年の 9月までに倒産して

います。昔ながらの技術に頼り

今日的な需要に合わない家具を

つくったり，財務上ややドンブ

リ勘定的だったことに原因があ

るようですが，この街で新鮮な

試みが始まっています。

　先行きに危機感を持った若者

を中心に，3 ～ 4年ほど前から

県と組合から1人60万円をもらっ

てヨーロッパに行っています。

私が10日ほど前，弟子屈の「ヨー

ロッパ工芸館」で17～19世紀の

イスを見たように，デザインや

人間工学的設計，製法などを勉

強してくる。そして，60万円も

らったかわりに，勉強の成果を

何らかの作品にして出品するこ

とを義務づけているのです。

　また，九州の大学のうち農学

部を設けているのは 5つありま

すが，この 5大学で 1つの農学

1985年2月号



　講演・北海道経済における林産業の振興

系大学院をつくる動きもありま

す。バイオマスなどの新技術へ

の対応，変化している原料事情

への対応などが動機となってい

るようですが，国もある程度好

意的に受け取めていると思われ

ます。その点でも本道は遅れて

います。

　実は北海道でも７年ほど前に

なりますが同じような話を聞き

ました。留萌管内の若手が集まっ

ていろいろな意見を出し合った

席で，天塩と初山別の方が，

「まだまだいろいろな知識も技

術も乏しいので，道立の林業大

学校みたいなものが設立できな

いものだろうか」と言っていま

した。その後で，音威子府で木

の
たくみ

匠の村づくりが始まった。そ

して東川でも，苦労がいっぱい

の今だからこそ地域に根づく農

科大学がぜひ欲しいと言ってい

ます。

　人づくりでも技術練磨でも，

流通戦略でも九州の方が私達の

北海道より気力と実行力で数

段，上回っている印象を受けま

す。向こうがそうせざるを得な

いほど切羽つまっていて，本道

はまだそこまで行っていないと

いうことでしょうか。また，飛

騨の高山では，国際林業大学校

を設立する計画が進んでいます。

これは林野庁が強く後押しをし

ていて，国有林を大学用地に開

放すると言われていますので，

どう動くか極めて関心がもたれ

ます。

　このように，それぞれの地域
では状況が悪い今だからこそ，

次をめざして多くの発想や構想
が動きはじめています。北海道
でも，いろいろなアイデアを持っ
ている方はたくさんいると思い
ますが，まだまだ声になってい
ません。私達ジャーナリストも
声を掘り起こし広げる努力が足
りないと感じています。

　社（やしろ）と外材
　このごろ，あちらこちらで村
の小さな社がきれいに建て直さ
れているのを見かけます。最初
は粗末な社だったと思います。
それが最近になり，心の落ち着
きとコミニティを求める時代の
要請によって，鎮守の森の社を
新しく作り直しているのだと思
います。北海道も苦労は多いけ
れど，結構いい足どりなんだと
感じさせます。
　ところが，北海道神宮が再建

されたときには，外国の
ヒノキ

檜を使っ
たと聞きました。日本の神社が
日本以外の国の木で建て直され
たことに，私は大きな抵抗を覚
えましたが，実は今日の状況を
象徴する一つの良い事例でもあ
る，と考えさせられました。
　現在，輸入材の比率は約７割
になっていて，丸太のままでの
輸入はだんだん難しくなってく
るでしょう。日本人はキクイム
シであることは，これからも止
められないでしょうが，ここで
考え直してみる必要があるよう
です。

　川上と川下
　これは大学の先生からの受け

売りになりますが，山の木や水

源保全のため川下の人達が水道

料金に10円位を加算して払い，

それを川上のために使う仕組み

や制度をつくってはどうだろう

か，という意見が少しずつ強まっ

ているそうです。特に九州では

夏に水不足となることが数年に

一度あり，やっぱり困れば工夫

しよう，制度化できないだろう

かと考えるわけです。

　北海道では最近，石狩川で水

害はありましたが，日照りとか

川下で水に困ることがないの

で，そこまで進んでいません。

しかし，安全でおいしい水を使

える川下の人達が，そういう水

をつくり出す山や森を育ててい

る川上の人達に思いをはせると

いうことは，日本的・東洋的な

考え方で理にかなっています。

のどが乾いている時に飲んだ水

をおいしいと思った人は，井戸

を掘った人を忘れるなと言いま

す。それと同じ考え方です。

　ただし，困らなければ考えら

れないのも人間の常で，川下つ

まり札幌の市民が考え始めるよ

うな一石を投じる必要がありま

す。札幌には，山や木について

の情報があまり入ってこないの

で，どうしても木を切るのはす

べて悪であるという感覚になり

がちです。そこを変えていくた

めには業界の皆さんが，大学の

先生達なり試験場の方々に働き

かけて，情報を広げる努力をし
て欲しいと思っています。
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　バイオマス
　旭川でも帯広でも道内各地で

バイオに関するニュースが連日

のごとく伝えられています。し

かし，北海道ではまだオシャベ

リの段階です。つまり研究会を

つくった，勉強会をやろう，資

料を取り寄せよう，先生に来て

いただいて講演してもらおう，

といったオシャベリの段階なの

です。その点，九州や盛岡，仙

台は既に一歩も二歩も取り組み

が進んでいます。ですから北海

道は経済の立ち遅れに加えて，

意識の面や実際の取り組みでも

立ち遅れているようです。つま

り北海道は迷っている最中なん

だと思います。旗を鮮明にかか

げて進むバイタリティがもっと

もっと必要だと思います。

　さて，今までは農畜産業との

関連でバイオが語られ，林産試

験場などが取り組んでいるのは

木を牛が食べられるようにする

こと──つまり飼料化です。ま

だ道内ではあまり着目されてい

ないようですが，森林バイオマ

スの中で一番意外で可能性の大

きいものは薬品だと思っていま

す。薬品バイオセンター的な形

です。

　13～4 あるバイオ研究会の中

で関心が向けられているのは，

道内から 400～500 万トン出る

と言われているササです。今

後，魚で言えば頭から尾まで食

べてしまうような，木材資源を

完全利用する時代が必ず来ます。

そして，よく例に出されるのは
函館にある日本飼料という会社

で，悪臭を発するだけであった
魚貝類の処理廃液から，今では
いろいろな薬品を合成している
のです。
　木材産業の川上から川下への
流れの中に，バイオセンター的
なものの設置が期待されます。
ひょっとすると旭川の街に２次
産業が立地する起爆剤になるか
もしれません。今あるものを完
全に使い切るという考え方の延
長線上に，新しい産業の生まれ
る可能性が秘められています。
 3年もたてば世の中が大きく変
わる現代の技術進歩を考えるな
ら，十分な可能性を持って進展
するに違いありません。そして
10年もすれば日の目を見るよう
なものが現れ，林産バイオセン
ターとか大雪バイオ研究所といっ
た企業が活躍するでしょう。夢
も半分ありますが，そうなるか
もしれないという事だけでも覚
えておきたいものです。

　終りにかえて
　 9月末，湯沢青年会議所で元
首相が昭和60年から10年位の間
に 35兆円の建設国債を発行し
て，新しい形の日本列島改造計
画を進めなければ経済が参って
しまうと言っています。インフ
レを呼ばない程度にやや積極策
を取らなければ，国民に活力が
生まれない，中曽根流の小さな
政府づくりではなく田中流の国
土づくりを進めなければならな
いといった内容です。単なるリッ
プ・サービスに終わるか，陽の
目をみるか注目されます。

　これのネタは，田中派の政策
研究集団を受け持っている道東・

浜中出身の大野勝己元駐英大使

が 2カ月ほど前にまとめた「日

本経済再建に向けての諸提言」
というレポートです。その骨子

の第２が注目されます。その骨

子の第１は交通の整備です。北

海道から鹿児島まで走る新幹線
を軸に，たとえば旭川から釧路

まで飛ぶような航空路線の整備

が柱になります。第２は治山・

治水とそれに伴う川上産業の活
性化です。第３はサラリーマン

減税を中心とする税制の抜本的

改革となっています。

　このような内容を持つ「日本
経済再建に向けての諸提言」を

もとにした元首相の講演は，全

体が実現するかどうかはともか

く，考え方の相当部分は影響
力，推進力を持って広がるでしょ

う。更にニューリーダーと呼ば

れる人達も，内容は違いますが

経済運営の積極策をあちらこち
らで話しています。そしてまた

政策を立案する新官僚達は，大

きな情報収集力を持ち，落ち込

んでいる時に次の 3年， 5年，
10年先のための布石を打ってい

ます。60年は国連の「国際森林

年」です。ですから，みなさん

方をはじめ今こそ北海道も大き
な声をあげ，言うべきことは言

い，良い動きを呼び込むことに

遅れを取らず進んでいただきた

いと思います。
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